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１【臨時報告書の訂正報告書の提出理由】

 

平成30年2月1日付をもって提出した臨時報告書（以下「原報告書」といいます。）の記載事項につきまして、

同日、当ファンドにおける運用を委託された投資顧問会社であるメロン・キャピタル・マネジメント・コーポ

レーションが、同じＢＮＹメロン・グループのザ・ボストン・カンパニー・アセット・マネジメント・エル・

エル・シーならびにスタンディッシュ・メロン・アセット・マネジメント・カンパニー・エル・エル・シーと

統合し、ＢＮＹメロン・アセット・マネジメント・ノースアメリカ・コーポレーションとして業務を行うこと

となり、ファンドの運用体制に重要な変更が生じました。そのため、金融商品取引法第24条の5第4項及び特定

有価証券の内容等の開示に関する内閣府令第29条第2項第3号の規定に基づき、記載を追記するため、本訂正報

告書を提出いたします。

 

２【訂正の内容】

 

原報告書の下記事項のうち、＜訂正前＞および＜訂正後＞に記載している下線部　　　　は訂正部分を示しま

す。

 

１【臨時報告書の訂正報告書の提出理由】

＜訂正前＞

「ＢＮＹメロン・グローバル好利回りＣＢファンド2016-11（円ヘッジ）（限定追加型）」（以下「当ファン

ド」といいます。）につきまして、主要な関係法人の異動がありましたので、金融商品取引法第24条の5第4項に

基づく特定有価証券の内容等の開示に関する内閣府令第29条第2項第2号の規定に基づき、本臨時報告書を提出す

るものです。

 

＜訂正後＞

「ＢＮＹメロン・グローバル好利回りＣＢファンド2016-11（円ヘッジ）（限定追加型）」（以下「当ファン

ド」といいます。）につきまして、主要な関係法人の異動およびファンドの運用体制に重要な変更がありました

ので、金融商品取引法第24条の5第4項に基づく特定有価証券の内容等の開示に関する内閣府令第29条第2項第2号

および第3号の規定に基づき、本臨時報告書を提出するものです。

 

２【報告内容】

＜訂正前＞

当ファンドの委託会社より当ファンドにおける運用を委託された投資顧問会社であるメロン・キャピタル・マネ

ジメント・コーポレーションは、同じＢＮＹメロン・グループのザ・ボストン・カンパニー・アセット・マネジ

メント・エル・エル・シーならびにスタンディッシュ・メロン・アセット・マネジメント・カンパニー・エル・

エル・シーと統合し、ＢＮＹメロン・アセット・マネジメント・ノースアメリカ・コーポレーションとして業務

を行うこととなりました。

 

イ．当該主要な関係法人の名称、資本金及び関係業務の概要

①名称

ＢＮＹメロン・アセット・マネジメント・ノースアメリカ・コーポレーション

②資本金の額

約4,506百万米ドル（平成30年2月1日現在）

③関係業務の概要

投資顧問会社は、委託会社からの委託を受け、当ファンドの運用を指図します。

 

ロ．当該異動の理由及びその年月日

①異動の理由

当ファンドの投資顧問会社である「メロン・キャピタル・マネジメント・コーポレーション」は、2018年1

月31日の営業終了後、同じＢＮＹメロン・グループの「ザ・ボストン・カンパニー・アセット・マネジメン

ト・エル・エル・シー」ならびに「スタンディッシュ・メロン・アセット・マネジメント・カンパニー・エ

ル・エル・シー」と統合し、2018年2月1日からは、ＢＮＹメロン・アセット・マネジメント・ノースアメリ

カ・コーポレーションとして業務を行うこととなりました。

②異動の年月日

平成30年2月1日

 

＜訂正後＞

１．主要な関係法人の異動について（金融商品取引法第24条の5第4項に基づく特定有価証券の内容等の開示に関す

る内閣府令第29条第2項第2号に基づく報告内容）
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当ファンドの委託会社より当ファンドにおける運用を委託された投資顧問会社であるメロン・キャピタル・マネ

ジメント・コーポレーションは、同じＢＮＹメロン・グループのザ・ボストン・カンパニー・アセット・マネジ

メント・エル・エル・シーならびにスタンディッシュ・メロン・アセット・マネジメント・カンパニー・エル・

エル・シーと統合し、ＢＮＹメロン・アセット・マネジメント・ノースアメリカ・コーポレーションとして業務

を行うこととなりました。

 

イ．当該主要な関係法人の名称、資本金及び関係業務の概要

①名称

ＢＮＹメロン・アセット・マネジメント・ノースアメリカ・コーポレーション

②資本金の額

約4,506百万米ドル（平成30年2月1日現在）

③関係業務の概要

投資顧問会社は、委託会社からの委託を受け、当ファンドの運用を指図します。

 

ロ．当該異動の理由及びその年月日

①異動の理由

当ファンドの投資顧問会社である「メロン・キャピタル・マネジメント・コーポレーション」は、2018年1

月31日の営業終了後、同じＢＮＹメロン・グループの「ザ・ボストン・カンパニー・アセット・マネジメン

ト・エル・エル・シー」ならびに「スタンディッシュ・メロン・アセット・マネジメント・カンパニー・エ

ル・エル・シー」と統合し、2018年2月1日からは、ＢＮＹメロン・アセット・マネジメント・ノースアメリ

カ・コーポレーションとして業務を行うこととなりました。

②異動の年月日

平成30年2月1日

 

２．ファンドの運用体制の重要な変更について（金融商品取引法第24条の5第4項に基づく特定有価証券の内容等の

開示に関する内閣府令第29条第2項第3号に基づく報告内容）

 

イ．変更の内容についての概要

当ファンドの投資顧問会社である「メロン・キャピタル・マネジメント・コーポレーション」は、2018年1

月31日の営業終了後、同じＢＮＹメロン・グループの「ザ・ボストン・カンパニー・アセット・マネジメン

ト・エル・エル・シー」ならびに「スタンディッシュ・メロン・アセット・マネジメント・カンパニー・エ

ル・エル・シー」との統合により、新会社「ＢＮＹメロン・アセット・マネジメント・ノースアメリカ・

コーポレーション」に変わります。

 

ロ．当該変更の年月日

平成30年2月1日
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